
こ
0
λ

紹

介

白

法

地

地

震

波

就

し、

て
ハ
承
前
)

和

蓬

清

夫

豆
、
入
射
角
(
並
び
に
入
射
徐
角
)
及
び
振
動
角

入
射
角
ハ
国
民
主
著
山
昇
。
】
)
と
云
よ
の
は
、
地
球
内
部
か
ら
停
播
し
て
来
た
震
波
線
が
、
地
表
面
ハ
叉
は
あ
る
深
ヨ
の
面
)

に
於
い
て
其
の
法
線
と
衣
す
角
度
で
あ
る
。
而
し
て
入
射
徐
角
ハ
国
己
負
向
。
百
三
件
。
】
)
と
一
式
ふ
の
は
共
の
徐
角
、
換
言
す
れ

ば
地
表
面
と
な
す
角
度

εあ
る
。
通
常
前
者
を
-
z
後
者
を

e
で
表
は
す
。
振
動
角
ハ
mor乱
高
ロ
ロ
関
白
色
昇
。
】
)
と
云
p
p

の
は
横

波
の
場
会
に
其
の
振
動
方
向
と
地
表
面
の
な
す
角
で

p
で
表
は
潰
れ
る
。
若
し
横
波
の
振
動
が
共
の
震
波
線
の
入
射
面
ハ
法

線
と
震
波
線
を
含
ひ
面
)
内
に
偏
振
動
を
し
て
居
れ
ば
、

a
y
は
入
射
飴
角
(

e

)

と
一
致
す
る
。

ハ
イ
)
縦
波
の
入
射
す
る
場
合
。

若
し
縦
波
が
地
表
面
に
ホ
ゆ
だ
と
す
る
と
、
其
の
反
射
波
は
縦
波
と
横
波
冒
f

三
つ
存
在
す
る
。
前
者
は
入
射
角
と
同
じ
角

度
-z
で
反
射
す
る
が
後
者
は
異
な
る
角
度
i
で
反
射
す
る
。
共
の
闘
係
は
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国

此
庭
で
J
1
H
偲

は
地
表
面
附
近
に
於
け
る
縦
波
と
横

--L.. 
ノ、第

宇
波
の
速
度
の
比
で
あ
っ
て
、
共
の
値
は
約
同
・
斗
∞
匂
位

で
あ
る
(
第
六
国
会
照
)

此
の
入
射
角
を
寅
際
器
械
か
ら
護
み
取
っ
て
得
た

、、、、

も
の
を
見
か
け
の
入
射
角
(
-
-
Z
)
と
一
再
び
鼻
、
の
入
射
角

ハJ
L
)

と
は
逮
ふ
も
の
で
あ
る
と
一
去
ふ
こ
と
を
巧
目
。
長
。

立
が
指
摘
し
て
居
る
。
印
ち
見
か
け
の
入
射
角
は
初

動
の
水
平
分
力
と
垂
直
分
カ
と
の
比
か
ら
出
る
の
で

5
帆

H
u
h円
-

k

r

.

-

:

:

:

:

:
・::::・
:
:
:
-
j
i
-
-
・:
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j
i
-
-
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令
ω一)

異
の
入
射
角
ハ
-
Z
)
と
見
か
け
の
入
射
角
と
の
関
係
は
次
に
一
不
す
逗

b
で
あ
る
。

宮
ロ
帆
日

ぞft

氏
子
削
除
同
三
円
・

3
。
丸



、第 八 表

前走波の入射及び反射角くV:恕=L789)

縦 波 入 易f の 場 メι『』. 
可

見 かげの入射角|員の入射角・| 反射しに横波

| 反射しに横縦波 波 入 品f の 場 メ日』

|員の入射角|見かげの入射角

~ 乱 I I 

。。 。1• 00 。/ 。ロ 0' 
。。 。/ 01' 1I 

10 。 8 58 5 O 5 34 8 
、、

20 O 18 6 10 O 11 6 35 
4 

30 O 27 35 15 '0 26 29 43 
t 

40 O 37 44 20 O刷 21 32 36 

50 O 49 7 25 O 25 41 ~O 

56 O 57 8 28 O 26 59 41 

62 O 67 8 31 O 25 28 54 

66 O 77 。 33 O 18 36 ' 37 

67 40 84 56 33 50 8 14 58 

67 58 90 O 33 59 。 O O 

第九表

入射面中を振動する横波に於ける会

反射に艶する見かけ及び異の入射角 (V:恕=1.789)

麗の入射角 t 1 35'"' 1 070 1 400 I 45'-' 15U'-' I 70'J_I_~Oo I 

見かげの入身、「角 t1'-2♂Hi/I-44014/1-6605s11土900 I 770471 I 610391 I 58055
' 
I 

第十表

震央距離に封する見かけのλ射訟角の観測

震央距離ム粁| 見かげの入射儀角 e
グ」ア yベFνt 1 jJ" リ チ y I 0/ユサユーテ pν

2.000 510 一 司 29えー39ロ
2.500 55リ 4!j0 57ロ
3.0りO む80 450 590 

4.000 630 420 一
5.υoυ 660 440 一
， 6.000 670 480 

8.000 700 
、

6~0 690 

9.000 750 670 750 

11.5υo 7'dU 7'1.0 780 

13.000 780 740 一

0' 



ハ
ロ
〉
横
波
の
入
射
す
る
場
合

横
波
が
最
初
来
る
時
も
同
じ
様
な
諜
で
あ
る
。
併
し
此
庭
で
振
動
角
が
印
ち
振
動
す
る
微
片
が
地
表
と
な
す
角
が
ど
れ

だ
け
で
あ
る
か
と
一
式
ム
率
、
が
問
題
に
な
っ
て
来
る
。
主
ハ
れ
故
此
慮
に
二
つ
の
主
要
な
揚
合
を
掲
げ
て
置
く
か
ら
、

一
般
の

場
令
は
此
の
二
つ
の
成
分
に
分
解
し
℃
奥
へ
ら
れ
る
。

(・
1

〉
振
動
が
入
射
面
に
直
角
の
時
、
此
の
時
は
振
動
が
地
表
面
に
卒
行
で
あ
る
か
ら
、
縦
波
は
反
射
の
際
起
ら
な
い
。

而
し
て
入
射
横
波
は
反
射
横
波
と
同
じ
角
度
を
保
ち
、
此
の
際
見
か
け
の
入
射
角
ハ
i
)
は
常
に

82で
あ
る
。

ハ
H
)振
動
が
入
射
面
中
に
あ
る
時
、
此
の
時
は
・
I

の
角
度
で
入
射
し
た
横
波
は
同
じ
く
-t
の
角
度
の
横
波
を
反
射
し
且

・1
の
角
度
で
縦
波
を
反
射
す
る
。

-tTY---
ー
と
の
関
係
は
前
の
ハ
日
)
と
同
じ
で
あ
る
G

L

即
ち

-

E

H

μ

1

P

7

5

t

s

 

此
の
式
で
見
る
通
hJ
反
射
縦
波
が
起
る
の
は
吾
二
が
お
一
V
よ
b
小
3
い
時
に
限
る
の
で
此
れ
よ
A
Y
大
き
く
な
る
と
金
反

射
と
な
る
。
共
の
時
は
横
波
を
反
射
し
て
、
地
表
面
の
微
片
は
共
の
主
軸
が
地
表
面
に
直
角
及
び
平
行
で
あ
る
橋
闘
形
を

堂
側
く
。
共
の
時
見
か
け
の
角
度
ハ
一
i
)
は
次
式
で
輿
へ
ら
れ
る
。

宮
口
ん
H
l

大II~
4
u
m
H

ロふ

け
べ
戸
口
弘

e守-..， 
ロ
~ 
~ー-

fヘ
ト4

C司、dノ

若
し
m
山
口
ん
が
お
一
V
ょ
b
小
3
い
か
等
し
い
ハ
郎
ち
mo
一V
が
H

・4
∞
∞
で
あ
れ
ば
・
ー
が

ω
u
e
g
w
よ
b
小
浅
い
か
等
し
い
)
時
に
は
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第
八
表
代
此
の
様
に
し
て
出
し
た
見
か
け
の
入
射
角
と
異
の
入
射
角
と
の
封
稀
表
を
掲
げ
る
。
縦
波
の
場
合
も
横
波
の

場
合
も
第
八
表
に
同
時
に
詑
載
3
れ
で
あ
る
。

此
の
表
で
見
ら
れ
る
如
く
、
縦
波
に
於
い
て
は
六
十
度
以
内
で
異
の
入
射
角
と
見
か
け
の
入
射
角
は
丁
度
同
じ
所
が
あ

る
。
共
れ
故
に
若
し
小

3
い
入
射
角
(
卒
た
く
来
た
波
)
の
波
の
時
は
此
の
差
.
異
は
大
分
大

3
く
な
る
。
而
る
に
横
波
の
時

は
約
二
十
五
度
で
雨
方
の
角
が
一
致
し
て
居
る
の
で
共
れ
以
上
に
異
の
入
射
角
が
増
す
と
見
か
け
の
入
射
角
は
ど
ん
/
t
l

減
っ
て
途
に
前
者
が
三
十
四
度
に
達
す
る
と
最
早
後
者
は
0
印
ち
波
は
恰
も
垂
直
振
動
の
如
く
に
見
え
る
。

会
反
射
の
場
A
口
に
艶
し
て
タ
偲
H
H
・
叶
∞
∞
と
し
℃
第
九
表
に
見
か
け
の
入
射
角
と
異
の
入
射
角
と
を
勢
照
3
せ
る
。
此

の
越
化
の
有
様
が
雨
者
一
か
異
な
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

(
ハ
)
横
波
に
依
る
振
動
角

前
に
も
述
べ
た
様
に
横
波
に
あ
っ
て
は
見
か
け
並
び
に
真
の
入
射
角
は
振
動
角

(F)に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。

cp目

立
ロ
に
依
れ
ば
振
動
角
は

r← 
~ 

eロ
ミじ

11 
g 
h・4
回
、宅。
つ
α2 

守".

，....、
.-
αコ
0.-/ 



日、

H
P
l
手

此
蕗
で
-z
は
縦
波
の
異
の
入
射
角
で
あ
っ
て
、
件
及
び
内
は
そ
れ
ん
l
l
縦
波
及
び
横
波
前
走
波
の
水
平
の
振
動
方
位
ハ
北

か
ら
束
に
勘
定
し
て
)
で
あ
る
。

共
の
時
は
横
波
の
振
動
の
入
射
角
は
次
の
式
で
表
は
さ
れ
る
。

穂守の震央距離 l二依る入射儀角の観測

震央距離 4見かげの入射儀角(e ) 

ム粁 ゲーテバ1V'r.1かリチ y 1.:;/::1. ~ユーテ Fレ

~OOo 510 一 291-390 

~5りo 55 48つ 570 

31)01) 58 45 59 

400 ) 63 4 一

510。 66 
Y 

4生 一

()OuiJ 67 48 一

80uO 70 62 69 

9000 45 67 75 

11500 78 72 78 

13000 78 74 一

g
ご
H
2
5
0
cも

公
一
)
入
射
銭
角
ハ
θ

)

の
観
測

震
央
距
離
に
依
つ
℃
こ
の
震
波
の
入
射
徐
角
が
ど
う
媛
ず

る
か
と
一
去
ふ
研
究
は
最
初

m
o
F
】ロ
4
u
m
v同
1

に
依
っ
て
、
共
の
後

c
h
L
E凶一♂

C
E
Oロず
2
ぬ

に
依
っ
て
魚
3
れ
た
。
此
慮
に
此
等

観
測
の
表
を
掲
げ
る
。

表
中
の
諸
結
果
は
大
般
に
於
て
善
く
一
致
し
て
居
a

る
G

f旦

c
m
L
Z
L
ロ

の
結
果
・
に

8
c
c粁
附
近
に
概
小
致
が
あ
る
事
は
注

意
す
べ
き
で
は
あ
る
が
乙
の
信
用
度
に
就
い
て
は
確
定
芯
れ

て
居
な
い
口

こ
の
値
は
共
の
場
所
の
最
表
面
の
地
殻
に
依

b

大
い
に
異
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。

一一一一一一



二
一
四

(
ボ
)
横
波
の
振
動
角
の
観
測

振
動
品
川
も
最
初
C
2
]
宮
山
口
に
依
っ
て
、
後
に

C
E
g
r
2ぬ

に
依
っ
て
観
測
3
れ
た
。
其
の
結
果
は
震
央
距
離
が
小
芯

い
時
は
と
の
振
動
角
は
大
き
く
ぎ
。
叉
は
l
ぎ
。
に
近
づ
く
。
併
し
震
央
距
離
が
怠
c
c
粁
以
上
に
な
っ
て
行
く
と
普
通
可
成

小
苫
く
な
っ
て
行
く
。
そ
し
て
横
波
の
振
動
は
殆
ん
ど
縦
波
ξ
同
じ
面
に
於
い
て
起
名
様
に
な
る
と
観
測
3
れ
る
。
振
動

角
も
入
射
免
同
様
に
主
ハ
の
観
測
所
の
地
表
の
地
質
構
造
に
依
b
大
い
に
影
響
を
受
け
る
の
で
、
其
れ
故
理
論
か
ら
出
る
結

果
と
一
致
す
る
様
に
期
待
し
難
い
の
は
勿
論
の
事
で
あ
る
。
ハ
未
完
)

柔量

幸R

O
地
方
測
候
所
地
震
観
測
新
設
備

図
庫
補
助
に
よ
る
帥
震
観
測
設
備
援
張
の
魚
め
左
記
測
候
所
は
夫
々
グ
ヰ
へ

Y

ト
式

水
平
及
上
下
動
地
震
計
、
大
森
式
地
動
計
同
筒
軍
微
動
計
向
張
震
計
を
据
付
観
測
を
開
始
せ
ら
、

一
、
演
回
測
候
所
は
五
月
十
日
本
墓
よ

b
図
富
技
師
鷺
坂
技
手
出
張
し
其
据
付
を
了
し
観
測
を
開
始
せ
ら
、

一
、
沼
注
測
候
所
及
び
})
五
月
二
十
一
日
和
遼
技
師
佐
藤
投
手
出
張
し
据
付
を
了
し
観
測
を
開
始
せ
り
、

一
、
愛
知
腕
測
候
所


